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処
置
請
求
に
対
す
る
取
扱
規
程

（
平
成
十
八
年
三
月
三
日
会
規
第
七
十
三
号
）

改
正

平
成
二
一
年
一
二
月

四
日

同

二
九
年

三
月

三
日

令
和

五
年
一
二
月

八
日

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

三
十
一
号
）
、
刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規

則
第
三
十
二
号
）
又
は
少
年
審
判
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁

判
所
規
則
第
三
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
判
所
（
若
し
く

は
裁
判
官
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
検
察
官
か
ら
弁
護
士
会
又
は
日

本
弁
護
士
連
合
会
（
以
下
「
連
合
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
弁

護
士
で
あ
る
弁
護
人
又
は
付
添
人
に
つ
い
て
適
当
な
処
置
を
と
る

べ
き
こ
と
の
請
求
（
以
下
「
処
置
請
求
」
と
い
う
。
）
が
あ
っ
た

場
合
に
お
け
る
弁
護
士
会
及
び
連
合
会
の
取
扱
要
領
を
定
め
、
も

っ
て
弁
護
人
及
び
付
添
人
が
弁
護
権
等
を
十
全
に
行
使
す
る
こ
と

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
公
平
、
適
正
か
つ
迅
速
な
裁
判
及
び
審

判
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
弁
護
士
会
へ
の
処
置
請
求
）
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第
二
条

処
置
請
求
の
対
象
の
弁
護
人
又
は
付
添
人
で
あ
る
弁
護
士

（
以
下
「
当
該
弁
護
士
」
と
い
う
。
）
の
所
属
す
る
弁
護
士
会
（
以

下
単
に
「
弁
護
士
会
」
と
い
う
。
）
は
、
次
項
の
場
合
を
除
き
、

自
ら
処
置
請
求
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

弁
護
士
会
は
、
連
合
会
が
処
置
請
求
に
対
処
す
る
こ
と
を
相
当

と
認
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
連
合
会
に
事
案
を
送
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

弁
護
士
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
ら
処
置
請
求
に
対
処

す
る
と
き
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
連
合
会
か
ら
事
案

の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
次
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
事
案
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
弁
護
士
会
の
調
査
）

第
三
条

弁
護
士
会
は
、
前
条
第
三
項
の
調
査
を
、
弁
護
士
会
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
常
議
員
会
（
常
議
員
会
を
設
置
し
て
い
な
い

弁
護
士
会
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
委
嘱
し
、
又
は
弁
護
士
会
の
役
員
若
し
く
は
い
ず
れ

か
の
委
員
会
に
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

弁
護
士
会
の
常
議
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
嘱
が
な
さ

れ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
調
査
を
開
始
し
、
そ
の
調
査
を
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

弁
護
士
会
の
役
員
又
は
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
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査
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
調
査
を
開
始
し
、
そ
の
調

査
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

弁
護
士
会
の
常
議
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結

果
及
び
処
置
に
つ
い
て
の
意
見
を
弁
護
士
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５

弁
護
士
会
の
役
員
又
は
委
員
会
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調

査
の
結
果
及
び
処
置
に
つ
い
て
の
意
見
を
弁
護
士
会
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
条
第
三
項
の
調
査
は
、
当
該
弁
護
士
、
関
係
人
、
裁
判
所
、

検
察
官
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
陳
述
、
説
明
若
し
く
は
資
料
の
提

出
を
求
め
、
又
は
公
判
調
書
そ
の
他
の
関
係
書
類
を
検
討
す
る
な

ど
の
適
宜
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
弁
護
士
会
の
処
置
等
）

第
四
条

弁
護
士
会
は
、
前
条
の
調
査
の
結
果
及
び
処
置
に
つ
い
て

の
意
見
に
基
づ
き
、
当
該
弁
護
士
に
つ
き
処
置
を
す
る
こ
と
を
相

当
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
又
は
各
号
の
処
置

を
す
る
。

一

当
該
弁
護
士
に
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
。

二

当
該
弁
護
士
に
つ
い
て
懲
戒
の
事
由
が
あ
る
と
思
料
す
る
と

き
は
、
懲
戒
の
手
続
に
付
し
、
弁
護
士
会
の
綱
紀
委
員
会
に
事

案
の
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
。
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２

弁
護
士
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
処
置
を
す
る
と
き
は
、
当

該
弁
護
士
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
弁
護
士
に
そ
の
機
会
を
与
え
る
旨
の
通
知
が
到
達

し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

弁
護
士
会
は
、
前
条
の
調
査
の
結
果
及
び
処
置
に
つ
い
て
の
意

見
に
基
づ
き
、
当
該
弁
護
士
に
つ
き
処
置
し
な
い
こ
と
を
相
当
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
す
る
。

４

弁
護
士
会
は
、
処
置
請
求
が
あ
っ
た
と
き
（
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
連
合
会
に
事
案
を
送
付
し
た
場
合
を
除
く
。
）
又
は

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
連
合
会
か
ら
事
案
の
送
付
を
受
け

た
と
き
は
、
三
か
月
以
内
に
第
一
項
の
処
置
を
し
、
又
は
前
項
の

決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
案
が
複
雑
な
と
き
そ
の

他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
弁
護
士
会
の
通
知
）

第
五
条

弁
護
士
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
速
や
か

に
、
当
該
弁
護
士
、
連
合
会
及
び
処
置
請
求
を
し
た
裁
判
所
又
は

検
察
官
に
、
そ
の
旨
を
文
書
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
一
号
の
場
合
は
処
置
請
求
を
し
た
裁
判
所
又
は
検
察

官
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
場
合
は
連
合
会
に
対
す
る
通
知
を
要

し
な
い
。

一

弁
護
士
会
に
処
置
請
求
が
あ
っ
た
と
き
。
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二

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
連
合
会
に
事
案
を
送
付
し
た

と
き
。

三

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
連
合
会
か
ら
事
案
の
送
付
を

受
け
た
と
き
。

四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
処
置
を
し
た
と
き
。

五

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
た
と
き
。

２

弁
護
士
会
は
、
前
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
裁
判

所
又
は
検
察
官
に
通
知
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き

は
、
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
に
関
す
る
意
見
、
検
察
官
の
訴
訟

活
動
に
関
す
る
意
見
そ
の
他
の
意
見
を
付
す
こ
と
が
で
き

る
。

（
連
合
会
へ
の
処
置
請
求
）

第
六
条

連
合
会
は
、
処
置
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
項
の
場
合

を
除
き
、
速
や
か
に
、
弁
護
士
会
に
事
案
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

連
合
会
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
自
ら
処
置
請
求
に
対
処

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

弁
護
士
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
弁
護
士
が
複
数
で
あ
り
、
か
つ
、
弁
護
士
会
が
複
数
に

わ
た
る
と
き
。
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二

そ
の
他
連
合
会
が
処
置
請
求
に
対
処
す
る
こ
と
を
相
当
と
認

め
た
と
き
。

３

連
合
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
連
合
会
が
自
ら
処
置
請
求
に

対
処
す
る
こ
と
を
相
当
と
認
め
た
と
き
又
は
第
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
弁
護
士
会
か
ら
事
案
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
次
条

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
案
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
連
合
会
の
調
査
）

第
七
条

連
合
会
は
、
前
条
第
三
項
の
調
査
を
、
処
置
請
求
に
関
す

る
調
査
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
命
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
調
査
を
開
始
し
、
そ
の
調
査
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
及
び
処
置
に
つ

い
て
の
意
見
を
連
合
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
条
第
三
項
の
調
査
は
、
当
該
弁
護
士
、
関
係
人
、
裁
判
所
、

検
察
官
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
陳
述
、
説
明
若
し
く
は
資
料
の
提

出
を
求
め
、
又
は
公
判
調
書
そ
の
他
の
関
係
書
類
を
検
討
す
る
な

ど
の
適
宜
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
連
合
会
の
処
置
等
）
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第
八
条

連
合
会
は
、
前
条
の
調
査
の
結
果
及
び
処
置
に
つ
い
て
の

意
見
に
基
づ
き
、
当
該
弁
護
士
に
つ
き
処
置
を
す
る
こ
と
を
相
当

と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
又
は
各
号
の
処
置
を

す
る
。

一

当
該
弁
護
士
に
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
。

二

当
該
弁
護
士
に
つ
い
て
懲
戒
の
事
由
が
あ
る
と
思
料
す
る
と

き
は
、
そ
の
旨
及
び
事
案
の
内
容
を
弁
護
士
会
に
通
知
す
る
こ

と
。

２

連
合
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
処
置
を
す
る
と
き
は
、
当
該

弁
護
士
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
弁
護
士
に
そ
の
機
会
を
与
え
る
旨
の
通
知
が
到
達
し

な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

連
合
会
は
、
前
条
の
調
査
の
結
果
及
び
処
置
に
つ
い
て
の
意
見

に
基
づ
き
、
当
該
弁
護
士
に
つ
き
処
置
し
な
い
こ
と
を
相
当
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
す
る
。

４

連
合
会
は
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
ら
処
置
請
求
に

対
処
す
る
と
き
又
は
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
会
か

ら
事
案
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
三
か
月
以
内
に
第
一
項
の
処

置
を
し
、
又
は
前
項
の
決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事

案
が
複
雑
な
と
き
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。
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５

第
一
項
の
処
置
を
し
、
又
は
第
三
項
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、

連
合
会
の
会
長
は
、
そ
の
旨
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
連
合
会
の
通
知
）

第
九
条

連
合
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、

当
該
弁
護
士
、
弁
護
士
会
及
び
処
置
請
求
を
し
た
裁
判
所
又
は
検

察
官
に
、
そ
の
旨
を
文
書
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
一
号
の
場
合
は
処
置
請
求
を
し
た
裁
判
所
又
は
検
察

官
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
場
合
は
弁
護
士
会
に
対
す
る
通
知
を

要
し
な
い
。

一

連
合
会
に
処
置
請
求
が
あ
っ
た
と
き
。

二

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
会
に
事
案
を
送
付
し

た
と
き
。

三

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
会
か
ら
事
案
の
送
付

を
受
け
た
と
き
。

四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
処
置
を
し
た
と
き
。

五

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
た
と
き
。

２

連
合
会
は
、
前
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所

又
は
検
察
官
に
通
知
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き

は
、
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
に
関
す
る
意
見
、
検
察
官
の
訴
訟
活
動
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に
関
す
る
意
見
そ
の
他
の
意
見
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
規
則
等
へ
の
委
任
）

第
十
条

弁
護
士
会
は
、
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
関
し

て
定
め
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

連
合
会
は
、
第
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
関
し
て
規
則
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
一
年
一
二
月
四
日
改
正
）

第
一
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
施
行

し
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則
（
平
成
二
九
年
三
月
三
日
改
正
）

題
名
、
第
一
条
、
第
二
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
、
第
五
条
、

第
六
条
の
見
出
し
並
び
に
第
九
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年

三
月
三
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

附

則
（
令
和
五
年
一
二
月
八
日
改
正
）

第
一
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
五
年
十
二
月
八
日
か
ら
施
行
し
、

刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十

八
号
）
第
一
条
の
う
ち
刑
事
訴
訟
法
中
第
二
百
七
十
八
条
の
二
を
第

二
百
七
十
八
条
の
三
と
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
適
用
す
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る
。

（
令
和
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
で
令
和
五
年
一
一
月
一

五
日
か
ら
適
用
）


